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【背景・目的】チアミンの生合成経路では、ピリミジン部(2-methyl-4-amino-5 
-hydroxymethylpyrimidine ; HMP)とチアゾール部(4-methyl-5-β-hydroxyethyl 
thiazole ; HET)が独立して合成された後、そのリン酸エステル化合物が縮合して
チアミンモノリン酸(TMP)が生成する。しかし、TMP から TPP への変換には 2 つの
経路が存在する。大腸菌では、TMP キナーゼによって直接 TMP がリン酸化されチア
ミンピロリン酸(TPP)が生成する。一方、植物や酵母では、TMP は一旦脱リン酸化
されてチアミンを生じた後、ピロリン酸化され TPP が生成する。一方、HET の 2 位
の炭素原子と窒素原子の起源は、好気性微生物ではグリシンであり、通性嫌気性
微生物ではチロシンである。ユーグレナ Euglena gracilis は、動物と植物の両方
に分類される単細胞真核生物で、HET を合成することは可能であるが、HMP を合成
することができないため生育必須因子としてチアミンが必要である。すなわち、
HMP を添加することで生育することができる。しかし、ユーグレナのチアミン生合
成経路については不明な点が多い。そこで今回、ユーグレナのチアミン生合成経
路について検討した。 
【方法】TMP 合成酵素（チアミンピロホスホリラーゼ）活性の測定は HMP-PP と HET-P
を基質に用い、生成した TMP はチオクロームに酸化したのち HPLC で測定した。HET
の窒素原子の起源は常法に従い15Nラベル化合物を用い、トレーサー実験を行った。
【結果】ユーグレナは HMP を合成できないが、TMP の生成が HPLC で検出されたこ
とから、TMP 合成酵素が存在することが示唆された。現在、本酵素の酵素学的性質
について解析中である。また、HET の窒素の起源についても同定を試みている。 
 


